
三井住友海上９条の会たより No.56 2025.1.10 

寒中お見舞い申し上げます 今年もよろしくお願い申し上げます 

核兵器の脅威がここ数年で最も高まっている中で、昨年は日本被団協がノーベル平和賞

を受賞しました。オスロでの田中代表のスピーチで「核兵器の非人道性」および「人類は

核と共存できない」ことが改めて強く発信されました。戦後・被爆８０年の今年「日本も

核兵器禁止条約に参加を！」の声を大きくしていきましょう。 

  

★「三井住友海上９条の会」への活動資金カンパのご協力お願いします★ 

 「三井住友海上９条の会」は 2006年 1月 28日設立し、今年で 20年目を迎えます。 

皆さま方の暖かいご支援とご協力の賜物と世話人一同感謝しております。ご支援のひとつに財

政的な援助が大きな支えとなっております。会計残高は下記報告のとおり 12月末で 76,002円

となっています。「たより」郵送費、封筒・印刷インク代等で今年度は 70,000円程度の支出を

見込んでいます。今後の活動継続のため、皆さまに活動資金カンパのご協力をお願いいたしま

す。物価高騰の折、家計も大変とは思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★２０２４年度（１月～１２月）会計報告★ 

昨年はカンパの協力依頼は行いませんでしたが、自主的に 7,011円（現金 6,000円＋切手 1,011

円）をお寄せいただきました。心より御礼申し上げます。以下の通り、会計報告します。 

 

 
   

★「たより」郵送代節約のため、メールアドレスをお知らせください★ 

「たより」の郵送費節約のため、今後メールで受け取ることが可能な方は、ご自身のメールア

ドレスを下記の連絡先     までお知らせください。 

連絡先メールアドレス：●●●●●●@yahoo.co.jp福田まで 

 メールでの受け取りが不可の方は、今までどおり郵送としますのでご連絡は不要です。また、

署名をお願いする場合は、今までどおり署名用紙と返信用封筒を郵送でお送りします。 

2024年1月1日～2024年12月31日　会計報告 単位：円

前期繰越（現金） 136,081 郵送費 50,514

カンパ（現金） 6,000 インク・宛名ラベル・封筒等の事務費 16,589

カンパ（切手） 1,011 次期繰越（切手は使い切り、現金のみ） 76,002

普通貯金利子 13

合計 143,105 合計 143,105

収入 支出

  カンパ１口 千円 世話人に手渡し、または振込でお願いします。 

  振込先：ゆうちょ銀行 記号１０３００ 口座番号７７２００５９１ 

                口座名義 三井住友海上９条の会 

  他金融機関からゆうちょ銀行への振込の場合は↓ 

【店名】０３８【店番】０３８【預金種目】普通【口座番号】７７２００５９ 

 

世話人へ手渡しいただいた方には領収証を発行します。 

mailto:fukufuku121pc@yahoo.co.jp
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★損保９条の会沖縄平和ツアーに参加しました★ 

2025 年 11 月 30 日～12 月 1 日の 2 日間をコア日程として、沖縄本島の 9 条の碑や戦跡地、米軍

基地等を損保 9条の会 13名の仲間と巡りました。 

ツアーの記録集（損保 9条の会沖縄平和ツアー）を損保９条の会 (sompo9.org)HPに掲載しました

ので、ぜひご覧ください。 

また、三井住友海上 9条の会参加者の感想は以下    のとおりです。 
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沖縄平和ツアーは最高の学びの旅となりました。綿密な工程表に基

づき、くまなくスケジュール通りに見学することができました。 

一番の記憶に留め置く場所は「糸数アブチラガマ」･･･全長 270ｍの深

く長い自然洞穴です。 

激しい沖縄戦の生々しい傷跡を目の当たりにして愕然としました。 

今更ながら、戦争のない平和な世界を目指す「憲法 9条」の重要性を

再認識し、運動が必要だと痛感！！ また、沖縄には「憲法 9 条の碑」

がいくつも建立されていることにも県民の切なる思いを感じました。 

このツアーを企画してくださった方々に感謝申し上げます。 Y.I 

この度の沖縄旅行はめったに出来ない有意義な旅でした。 

旅の感想は 1日目はまず、糸数アブチラガマの見学ですが、閉所恐怖症の私にはガマに入

るのは勇気が要りました。しかし、この機会を逃すと二度とないと考え、ガマでの説明時間 1時

間（実際は 30分オーバー）を我慢しようと決心しました。 

ガイドさんの熱心な説明を聞きながら、当時の状況を想像したりも 

しましたが、単に映像を描くだけではダメで、悲鳴や悪臭までは 

想像できませんでした。 

その後に行ったひめゆりの塔の見学はとても悲しかったです。 

15歳～20歳前後の医療の知識も不十分な女性を医療現場に 

駆出した軍部・政府には怒りしかありません。 

もっと早く沖縄が戦場になる前に降参していたら、このような悲劇は防げたと思います。また、

原爆投下もなかったでしょう。 

2 日目の基地等の見学もアメリカの好き勝手にさせていて腹立たしい限りでした。せめて地

位協定改定で少しは沖縄市民に報いてほしいです。 

3 日目以降では今帰仁城跡見物は一番行きたかったグスクでしたので大感激でした。石積

みの技術はすごいと思いました。食べ物では“あぐー鍋、ソーキそば”等沖縄料理をおいしくい

ただきました。 

1～2 日目にガイドをしてくださった Sa さん、O さん、また行く先々でのガイドの皆さんの「沖

縄で生きてきたことの思いの丈」を私たちに伝えようとされていました。 

沖縄は本土防衛の立場にされてしまいましたが、私たちが出来ることの一つは憲法 9 条を守

ることだと思いました。 

最後に旅行に同行された皆々様、沖縄の皆様、個人旅行でドライバーをしていただきました

W さん、S さん 「ありがとうございました」 感謝！！です。 M.A 

熱心に説明してくださったガイドの Si さん 

 

https://sompo9.org/infomation/%e6%90%8d%e4%bf%9d9%e6%9d%a1%e3%81%ae%e4%bc%9a%e6%b2%96%e7%b8%84%e5%b9%b3%e5%92%8c%e3%83%84%e3%82%a2%e3%83%bc%ef%bc%8811%e6%9c%8830%e6%97%a5%ef%bd%9e12%e6%9c%881%e6%97%a5%ef%bc%89/
https://sompo9.org/
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久しぶりに基地の島沖縄へ行く事ができました。大変お世話になりました。 

沖縄へは復帰前から身分証明書を申請して行きましたが、「平和・戦争・基地・憲法」につい

てのこれほど密度の高いツアーは初めてでした。 

 事前にバスや観光コースの企画を元東京地協にいた O さん、2 日間熱心にガイドをして

頂いた Sa さん、有難うございました。 

 平和記念公園では資料館を見学し「ひめゆり学徒隊」に従軍し奇跡的に生還された方々

の話を(ビデオ)聞き、胸が込み上げてきました。 

 又、日本では最初に 9条の碑が建立され、県内には 8カ所あると伺いました。それだけ平

和に対する思いが強いと感じました。 

 今回数々の内地では体験されなかった戦争の傷跡を見てきました。そして更に 

自然を破壊し、核施設まで計画している辺野古の米軍基地予定地を見てきました。 

日本は、第２次世界大戦の痛恨の経験から、「二度と同じ過ちを繰り返さない」と 

日本国憲法を制定し、世界に向けて「非戦の誓い」を宣言しました。 

いまほど日本がこの平和憲法の精神にもとづいて、世界中の平和の願いと、手を 

取り合って軍事力によらない、平和外交の中心的役割を果たすことが求められて 

いる時。にもかかわらず、日本政府がやっていることはどうでしょう。報道によれば、日本の

武器輸入は世界６位とのこと。「戦力を持たない」と決めた平和憲法に違反することを内外

に公言してしまいました。さらに、政府はイギリス･イタリアと共同開発する次期戦闘機の第

三国輸出まで閣議決定してしまいました。 

 今私は「命」をなによりも大切にすることを使命にする医療機関でボランティアをしていま

す。その真逆にある戦争や武器の輸出入を決して許す事は出来ません。私の持ち時間は

余りありませんが、元気で動ける間は「平和と命と自然」を守る運動を続けていきたいと思

います。このツアーを計画して下さった方々へ改めてお礼を申しあげます。 

ありがとうございました。 M.N 

辺野古座り込み抗議看板 

沖縄に行くのは初めてでした。訪ねたそれぞれの場所で考え、感じることはたくさんありまし

たが、アブチラガマの洞窟見学は特に衝撃を受けました。見学者全員が洞窟内で懐中電灯の

明かりを消すと、そこは漆黒の暗闇。そんな中でひめゆり学徒の少女たちは、小さなランプの

灯だけで負傷兵たちの看護・介護・排せつの世話をしていたそうです。 

そもそもアブチラガマは住民の避難所でしたが、日本軍が地下陣地として使うことになり、そ

の後、負傷兵の病院として使うことになったとのこと。兵隊は安全な奥の方で、住民は一番危

険な入口近くに追いやられたそうです。軍は住民を守らないことがよくわかります。 

翻って現在、自衛隊と米軍が策定中の日米共同作戦計画に、南西諸島への米軍ミサイル部

隊展開が盛り込まれ、この部隊展開は軍事的合理性だけに基づいており、島々で暮らす住民

の存在は考慮されていないと言います。 

８０年前も今も、軍は住民を守らない。では、いったい何を守るための軍備なのでしょうか。 

私はすごく怒っています。 S.F 
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★損保９条の会 秋の講演会の Youtube が見やすくなりました★ 

 昨年の秋の損保 9条の会のシンポジウム「平和と産業について考える」の Youtubeはチャプター

を付し見やすくなりました。まだ視聴していない方、もう一度視聴したい方は是非ご覧ください。 

損保９条の会 (sompo9.org)HP  Youtubeはこちらから⇒損保・生保９条の会がシンポジウム開催 

   チャプター 

    0:00:00 開会 

    0:00:05 朗読 朗読の会「こだま」の皆さん 

    0:11:27 【損保】「損保は平和産業」を胸に：浦上義人さん（前日本損害保険労働組合） 

    0:26:59 【生保】生保業界と戦争・平和：久保木清三さん（元明治安田生命） 

    0:41:01 【海運】民間船員の戦争体験と安保政策：平山誠一さん（元外国航路船舶機士） 

    0:59:27 【出版】戦争と教科書：寺川徹さん（出版労連教科書対策部） 

    1:14:41 【銀行】アジアの平和と銀行：黒木信雄さん（元三井住友銀行） 

    1:26:55 講演「今こそ加害者の立場にならないために」斎藤貴男さん（ジャーナリスト） 

    2:16:39 質疑応答 

    2:40:45 閉会挨拶 損保 9条の会事務局長 佐藤秀光さん 

     

★今年もいろいろな行動・イベントを行う予定です★ 

 

●損保 9条の会では毎月 19日の国会前行動に

参加しています。今月 19日は日曜日のため、

14時開始です。参議院会館前に損保 9条の幟

旗を立てていますので、参加できる方はお集

まりください。事前に福田（090-●●-●●）

までご連絡いただければ幸いです。 

 

●10月 18日（土）は損保 9条の会の秋の講演

会を行う予定です。講師は未定ですが、話を

聞いてみたいと思う講師の方がいらっしゃい

ましたら、世話人までご連絡ください。 

 

●その他、5月 3日の憲法集会、職場九条の会共同行動等々、開催内容が決まりましたら、都度ご

連絡します。 

 

 

                        

三井住友海上９条の会・事務局  

世話人/呼びかけ人  岩越・一色・大石・岡本・折笠・川上・土田・

谷・中澤・蓮沼・伴・翠川・福田  

https://sompo9.org/
https://sompo9.org/lecture-meeting/%e6%90%8d%e4%bf%9d%e3%83%bb%e7%94%9f%e4%bf%9d%ef%bc%99%e6%9d%a1%e3%81%ae%e4%bc%9a%e3%81%8c%e7%a7%8b%e3%81%ab%e3%82%b7%e3%83%b3%e3%83%9d%e3%82%b8%e3%82%a6%e3%83%a0%e9%96%8b%e5%82%ac/

